
■その生涯
五明得一郎は、１８９９年に名古屋市中区で、五明良平（愛知時計電機の創立

者）の次男として誕生した。愛知第一中学から第八高等学校を経て、京都帝大

の工学部機械科を１９２４年に卒業し、同年、愛知時計電機に入社した。五明は

同社の航空機部門を終戦まで担当した。１９４３年の愛知航空機設立時には、取

締役技術部長に就任した。

終戦を挟んで、軍用機の生産に特化していた愛知航空機の民需転換という

大きな仕事を任される。紆余曲折を経て、１９４９年に、愛知機械工業が創立さ

れると、代表取締役に就任し、ジャイアント号の生産で自動車産業への参入を

果たし、１９６５年２月まで社

長として難しいかじ取りを

行った。

社長退任後は、相談役

として勤め、名古屋商工会議所の機械器具部会長として、中部の

産業全体の底上げを図ることに心を砕いた。１９８３年暮れに逝去

した。

■設計から生産管理まで熟した実利重視の技術者
名古屋人らしく、良い意味 の非常に確実で、模範的な仕事の進

め方をした人であった。航空技術者には珍しく、機体の設計、技術

部長として現場の監督、機体製作の管理まで行った稀有な技術者

であった。

設計した多くの飛行機は、海軍の爆撃機が大半を占めていた。

五明氏の名声を高めたのは、急降下爆撃機の設計で、日本で初の

実用的な機体を設計した。理論的な感性と、天性の感とでも云う

べき見識を持って設計に臨んでいた。解体強度を理論的に考え

て、海軍の提示していた弱い強度基準値を無視して、数倍の強度

をもって計算を行って設計し、急降下という過酷な条件下での爆

弾の投下を成し遂げる機体を作り上げた。著名な機体は、「九九式

艦上爆撃機」である。非常に優秀な九九艦爆と、高い技量を持つ

パイロットのコンビネーションで命中率８０％を超え、太平洋戦争

の緒戦では、思う存分に活躍した。

九九艦爆の後継機は、資源が少ないという点から雷撃、

急降下爆撃の機能を一つの機体にするという設計を要請さ

れた。雷撃は水平爆撃であり、急降下爆撃とは機体の強度

計算上に大きな相違があるが、この非常に厳しい要求を満

たして実用化し、「流星改」として採用された。愛知航空機

は、終戦前に、大規模な爆撃を受けて壊滅的な打撃を受け

た。受託生産も行っていたが、空技廠で、設計した「彗星」

は、理論で設計した機体で、構造が複雑すぎて、生産するこ

とに困難な点が多かったので、実用的に生産をするという

観点で、全面的に設計見直しを指示した。常に、非常に実利

的な面を重視していたので、設計の時点で、航空機の生産

を念頭に置いた設計を行っていた。

海軍の内部不調整の結果ともいえる無理な仕様に対して

は「できないものはできないと」意見を言う程の確固たる意志を持った人であった。
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